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   To clarify the clinical and pathological determinants affecting the sensitivity of urinary cytology, 
we reviewed cytological findings from 119 patients with bladder cancer who were initially 
treated between January 1982 and March 1988. Cytological specimens obtained from voided urine 
were stained by the Giemsa and Papanicolaou techniques, and were classified into three categories of 
malignant cells: positive, suspicious, and negative. Of 311 specimens examined, 114 (37%) were 
positive, 81 (26%) were suspicious, and the remaining 116 (37%) were negative. The overall 
positive rate, or sensitivity, was 50% (60 out of 119 patients). The sensitivities were 7% for patients 
with grade 1 tumors, 42% for grade 2 tumors, and 97% for grade 3 tumors. 
   Univariate analysis by logistic regression analysis revealed that grade, stage, histological pat-
tern of growth, size and number of tumors, and patient age were significantly related with the 
positivity of voided urinary cytology. The logistic regression  model, as a multivariate analysis, 
demonstrated that grade was the most important determinant affecting the positive cytologic find--
ing, followed by number of tumors with statistical significance. We conclude that the lower 
sensitivity in conventional urinary cytology for low-grade tumors necessitates new adjuncts, includ-
ing immunocytochemistry and flow cytometry, to lower the false-negative rate.
(Acta Urol. Jpn. 36: 7-11, 1990)



























1982年1月か ら1988年3月までの6年3ヵ 月間 に 名
古 屋 大 学 附属 病 院 泌尿 器 科 にて 初 回 治療 を 行 い,臨 床
病 理 学 的 デ ー タの 利用 で きた膀 胱 腫瘍 患 者119名を対
象 とした.そ の 内 訳は 男 子97名,女 子22名,23歳～92
歳,平 均64歳で あ った.各 症 例 の術 前 の 随時 尿 を採 取
し,オ ー トス メ ア法(2,000RPM,5分間)に て遠 沈
し,ギ ムザ 染色 とパ パ ニ コ ロー染色 に よる標 本 を作 成
し,こ れ につ い て,陽 性 ・疑 陽 性 ・陰性 の3段 階 に分
類 した.そ の判 定 はPapanicolaouの分 類 に従 い,
classI・IIを陰 性,IIIを 疑 陽性,IV・Vを 陽 性
と した.ギ ムザ染 色 とパ パ ニ コ ロー染色 標 本 の 内い ず
れ か 一方 が 陽性 で あれ ば陽 性 と判 定 した.尿 細 胞 診 が
少 な く とも1回 陽 性 とな った ものを 陽性 例 と し,陽 性
検 体 が み られ ず1回 以 上 疑 陽 性 検 体 が あれ ば疑 陽 性
例,す ぺ て 陰性 であ れ ば陰 性例 と定 義 した.
組織 分 類 で は移 行 上皮 癌II3例,腺 癌1例,扁 平 上
皮 癌1例,乳 頭 腫4例 であ った.腫 瘍 の異 型度 ・深 達
度 は膀 胱 癌 取 扱 い規 約Dに 従 った.
尿細 胞 診 の陽 性頻 度 に 関与 す る因子 の 統 計学 的 検 索
に は,ロ ジスチ ック型 多変 量 解 析 モ デ ル2・3)を用 い た.
統 計 学 的解 析 に は名 古 屋 大 学 計 算 機 セ ン タ ー に て
statisticalanalysissystem(SAS)を用 い た.
結 果
(1)陽 性 頻 度
総 検体 数 は311検体 で,陽 性 は114検体(37%)疑
陽 性 は81検体(26%)陰 性 はlI6検 体(37%)で あ っ
た.膀 胱 腫 瘍患 者119例の 内,陽 性 例 は60例(50%)
疑 陽性 例 は29例(25%)陰 性例 は30例(25%)で あ っ
た(Tablel).
検 査 施行 回数 に つ いて み る と,3回 検 査 の ものが 最

















4回(66%),5回(66%)で あ った.4回 以 上 施 行
した群 で陽 性頻 度 が 高 か った.
(2)陽 性 率 と臨 床 病理 学 的 因 子 との 関係
つ ぎに,陽 性 率 と各 臨床 病 理 学 的 因子(性 ,年 齢,
受診 まで の期 間,膀 胱 刺激 症 状,腫 瘍 の大 き さ,数,
発 育様 式,異 型 度,深 達度)と の 関 係 を検 討 した.
腫瘍 の 大 きさ を3cm以 下,3cmを 越 え る もの の
2群 に分 け る と,3cmを 越 え る腫 瘍 では 有 意 に 陽性
率 が高 か った(pく0.05).
腫 瘍 数 に つ い ては 単発 と多 発 の2群 に分 け て 右意 差
検定 を 行 う と,多 発 群 は単 発 群 に 比 ぺ て陽 性 率 が有 意
に高 か った(p<0.05,Table2).
発 育 様 式 に つ い ては,non-papillarytypeは
papillarytypeに比 ぺ て 有 意 に 陽 性 率 が 高 か っ た
(p<O.OOI,Table3).
移 行上 皮 癌 ・乳 頭 腫117例のgrade別の 陽 性 率 を検

































































































































の10wgrade群に比 べ て,有 意 に 陽 性頻 度 が 高か っ
た(p<O.OOI,Table4).
深達 度 につ いて は,pT1以 下 を10wstage群に,
pT2以 上をhighstage群 に 分 類 す る と,high
stage群で 陽性 率 が有 意 に 高か った(p<O.OOI,Table
5).
ここで 検査 施 行 回数 が3回 以上 の79例に つ い て検 討
す る と,そ の陽 性 率 は,gradeO,1=0%,grade2:
48%,grade3:93%,10wstage群=43%,high
stage群;92%であ った.
(3)陽 性 率に 関 与す る因 子 とそ の 関与 度
以上 単 変 量解 析 の 結果 をTable6に 示 す.表 に
示 す よ うに,各 因 子 につ い て2群 の カテ ゴ リーに分 け
て 検討 す る と,異 型度,深 達度,発 育様 式,腫 瘍 の大
きさ,数,年 齢 の 各因 子 が 尿細 胞 診 陽性 に 有 意 に関 与
してい た.
つ ぎに,ロ ジ スチ ッ ク型 多変 量 解析 を用 い,尿 細 胞
診 陽性 に影 響 を お よぼ す 因子 を そ の 関与 度 の 大 き な も
の か ら順 に逐 次 法 に よ り選択 す る と,異 型 度 〉腫 瘍 数
〉 年 齢 の順 で あ り,異 型 度(Pく0.001)と腫 瘍 数







































































本論文の要 旨は,第76回日本泌 尿器科学会総会 において発
表 した.
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